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写真―１ 持石海岸（島根県益田市）

はじめに

平成１４年においては，１月から２月にかけて冬

期風浪（北海道，東北，北陸，中国を中心に被

害），７月上旬から中旬にかけて発生した台風６

号（東北地方を中心に被害），台風７号（新潟県

などで被害）に伴う豪雨，８月上旬の豪雨災害

（東北地方を中心に被害），８月下旬の台風１５号

（四国，九州地方を中心に被害），９月上旬の台風

１６号（沖縄県において被害）ならびに１０月上旬の

台風２１号（福島県，静岡県などで被害）など，全

国各地で風水害等の被害が発生した。

平成１４年発生災害に係る国土交通省所管公共土

木施設の被害は，１２月２７日現在，直轄で３４３カ所，

約５４９億円，補助で１６，２８２カ所，約２，４９７億円，合

計で１６，６２５カ所，約３，０４６億円が報告されてお

り，昨年の報告と比べ個所数は約６３％，金額は約

６６％となっている。

平成１４年災害の概要

� 冬期風浪

１月～２月は強い冬型の気圧配置となる日が多

く，波浪警報が発せられるなど強風の日が続い

た。このため，北海道，東北，北陸，中国を中心

に１１自治体において，高波の影響により，海岸堤

防や離岸堤，消破堤の被災など公共土木施設につ

いて８０カ所，約１５４億円（直轄，補助の計）の被

害が発生した（写真―１）。

� 梅雨前線および台風６号に伴う豪雨

６月２９日に発生した台風６号は，勢力を強めな

がら北西に進み，７月７日９時には中心気圧９４０

hPa，最大風速４５m，１５m／s 以上の強風域（半

径）が南東側５６０km，北西側４８０kmの大型で非

常に強い台風に発達した。その後も勢力を維持し

ながらゆっくり（時速１５km程度）と北上を続け

た後，西日本の南海上を北東に進み，７月１０日２３

平成１４年災害の発生状況について

国土交通省河川局防災課
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写真―２ 一級河川梁川（岩手県盛岡市）

写真―３ 主要地方道佐賀縦貫線（新潟県両津市）

写真―４ 一般国道３３８号（青森県下北郡佐井村）

時半頃，伊豆大島付近を通過，１１日０時半頃，千

葉県南部付近に上陸した。その後，勢力を弱めた

ものの関東地方，東北地方沿岸を北上，７月１１日

２１時頃北海道に再上陸したのち，釧路市近海で１２

日０時に温帯低気圧に変わった。

台風および台風の接近により刺激された梅雨前

線に伴う大雨等により，河川の増水や内水による

甚大な被害が各地で発生し，各地で死者６名，行

方不明１名，負傷者２９名，住家の全壊１４棟，半壊

２７棟，一部損壊２０１棟，床上浸水２，５３３棟，床下浸

水７，６４２棟の被害が発生した。

また，公共土木施設については，東北，中部地

方を中心とする３１自治体において，河川，道路等

９，２５５カ所，約１，７８２億円（直轄，補助の計）の被

害が発生した（写真―２）。

� 梅雨前線および台風７号に伴う豪雨

７月８日に発生した台風７号は，勢力を強めな

がら北西に進み，７月１３日３時には中心気圧９４５

hPa，最大風速４５mの大型で非常に強い台風に発

達した。その後も勢力維持しながら北上を続けた

後，西日本の南海上を北東に進み，１６日９時頃，

伊豆諸島付近を通過した。その後，勢力を弱めた

もののさらに北東に進み，千島近海で１７日に温帯

低気圧に変わった。

台風および台風の接近により刺激された梅雨前

線に伴う大雨等により，河川の増水や内水による

甚大な被害が各地で発生し，各地で負傷者９名，

住家の全壊６棟，半壊２５棟，一部損壊１６２棟，床

上浸水２３棟，床下浸水２２４棟の被害が発生した。

また，公共土木施設については，新潟県，岐阜

県など１５自治体において，河川，道路等５１３カ

所，約１１２億円（直轄，補助の計）の被害が発生

した（写真―３）。

� ８月豪雨（８／７～１２）

活発化した前線の影響により，東北地方におい

て時間５０mmを超える強い雨となり，青森県で

は，河川の増水や内水等による被害により，住家

一部損壊３棟，床上浸水５３棟，床下浸水２７６棟の

被害が発生した。

公共土木施設については，青森県，岩手県など

１２自治体において，河川，道路等７７９カ所，約１３０

億円（直轄，補助の計）の被害が発生した（写真

―４）。

� 台風１５号および豪雨

８月２３日に発生した台風１５号は，勢力を強めな

がら北西に進み，８月２９日６時には中心気圧９５０

hPa，最大風速４０mの大型で強い台風に発達し

た。その後も勢力維持しながら奄美大島の近海を

通過した後，九州の西海上を北上し，３１日朝鮮半

島南部に上陸した。

台風に伴う大雨等により，負傷者１２名，住家の

全壊１棟，半壊１０棟，一部損壊１２６棟，床上浸水

１０５棟，床下浸水２７５棟の被害が発生した。

公共土木施設については，四国，九州地方を中

建設マネジメント技術 2003年 3月号 ４１



は え ば る

写真―６ 二級河川国場川（沖縄県島尻郡南風原町）

写真―７ 細谷海岸（福島県双葉郡双葉町）

３

心に９自治体において，河川，道路等９８３カ所，

約１１７億円（直轄，補助の計）の被害が発生した

（写真―５）。

� 台風１６号

８月２９日に発生した台風１６号は，勢力を強めな

がら西に進み，９月１日には南鳥島近海で中心気

圧９５０hPa，最大風速４０mの大型で強い台風に発

達した。その後も勢力維持し，大東島，沖縄本島

を暴風域に巻き込みながらゆっくりと西へ進ん

だ。その後，８日に中国本土において温帯低気圧

に変わった。

台風に伴う大雨等により，負傷者３１名，住家の

全壊１１棟，半壊３５棟，一部損壊１９６棟，床上浸水

６棟，床下浸水３９棟の被害が発生した。

また，公共土木施設については，沖縄県におい

て，河川，道路等５８カ所，約１２億円（補助のみ）

の被害が発生した（写真―６）。

� 台風２１号および豪雨

９月２７日に発生した台風２１号は，勢力を強めな

がら北西に進み，９月３０日９時には沖の鳥島付近

で中心気圧９３５hPa，最大風速４５mの大型で非常

に強い台風に発達した。その後も勢力を維持しな

がら北上を続けた後，１日２０時頃に三浦半島を通

過し，２０時半頃，神奈川県川崎市付近に上陸し

た。台風は，上陸時も強い勢力を保っており，そ

のままの勢力を維持しながら関東地方から東北地

方の太平洋側を北上し，各地で観測史上最大の風

速を記録した。その後，北海道苫小牧市付近に再

上陸し，２日８時頃留萌市付近で日本海へ抜け，

同日正午にオホーツク海上で温帯低気圧に変わっ

た。

台風に伴う強風等により，死者５名，負傷者８８

名，住家の全壊７棟，半壊１１棟，一部損壊３８３

棟，床上浸水２０３棟，床下浸水１，３５２棟の被害が発

生した。

また，公共土木施設については，関東以北の太

平洋側の海岸施設の被災を始めとして，東北，関

東，中部地方を中心に１９自治体において，河川，

道路等８７０カ所，約２７８億円（直轄，補助の計）の

被害が発生した（写真―７）。

公共土木施設の被害概要

平成１４年災害に関する国土交通省所管公共土木

施設の被害は，工種別に分類すると河川が約６１

％，道路が約２４％と，この２工種で８割以上を占

め，次いで海岸約９％，港湾約２％，砂防約２％

となっている（表―１，図―２）。

また，異常気象別に分類すると，台風が約７８％

と大部分を占め，次いで豪雨が約１１％，冬期風浪

が６％，梅雨前線豪雨が２％となっている（表―

２，図―３）。さらに直轄を除く被害報告額の多

かった都道府県は，表―３のとおりとなってい

写真―５ 高知県吾川郡伊野町の浸水状況
（一級河川天神ヶ谷川）
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る。

おわりに

平成１４年災害の概要について紹介してきたが，

これら公共土木施設の被災個所については，民生

安定や経済活動への影響を最小限にとどめるため

に，必要な個所において応急復旧工事を実施する

とともに，被災原因の除去，再度災害防止等の観

点から災害復旧事業，改良復旧事業の推進を図っ

ているところである。

表―１ 平成１４年災害工種別被害報告額
（平成１４年１２月２７日現在）

工 種
直 轄 補 助 合 計

個所数 金 額 個所数 金 額 個所数 金 額

河 川 ３１９ ５１，８５０ ９，２４２１３４，４９４ ９，５６１１８６，３４４
ダ ム ２ ３８ ０ ０ ２ ３８
海 岸 ９ １，３４０ １５０ ２５，１２３ １５９ ２６，４６３
砂 防 ４ ２０６ ３７５ ５，４１３ ３７９ ５，６１９
地 す べ り １ １００ ８ １４９ ９ ２４９
急 傾 斜 地 ０ ０ ８ １４７ ８ １４７
道 路 ５ ５６０ ６，２７８ ７２，６３４ ６，２８３ ７３，１９４
橋 梁 ０ ０ １０６ ４，５６０ １０６ ４，５６０
下水道・公園 ０ ０ ４２ １，１３６ ４２ １，１３６
港 湾 ３ ８２０ ７３ ６，０４２ ７６ ６，８６２

合 計 ３４３ ５４，９１４ １６，２８２２４９，６９８ １６，６２５３０４，６１２

表―２ 平成１４年災害主要異常気象別被害報告額
（平成１４年１２月２７日現在）

災害名
直 轄 補 助 合 計

個所数 金 額 個所数 金 額 個所数 金 額

融 雪 １ １８０ ３０５ ３，０６０ ３０６ ３，２４０
地 す べ り ０ ０ ４７ ９，３３７ ４７ ９，３３７
豪 雨 ２２ ３，６４６ ２，９５２ ２８，２４５ ２，９７４ ３１，８９１
冬期風浪・風浪 ５ １，３２０ ８１ １５，３１９ ８６ １６，６３９
梅雨前線豪雨 ０ ０ ７９９ ４，９１４ ７９９ ４，９１４
地 震 １ ２２ ５ ８３ ６ １０５
台 風 ３１４ ４９，７４６ １２，０７０１８７，９５１ １２，３８４２３７，６９７
そ の 他 ０ ０ ２３ ７８９ ２３ ７８９

合 計 ３４３ ５４，９１４ １６，２８２２４９，６９８ １６，６２５３０４，６１２

（注）「その他」の欄の被害は，噴火・落雷・雪崩・岩盤崩落分であ
る。

表―３ 平成１４年災害の都道府県別被害報告額
（報告額多額の都道府県・平成１４年１２月２７
日現在） （単位：百万円）

順位 都道府県名 個所数 報告額

１ 岩手県 ３，１０８ ４５，８５１
２ 福島県 １，７９１ ３０，９２４
３ 栃木県 ６５７ ２１，７４２
４ 岐阜県 ７６２ １４，５７６
５ 新潟県 ４５０ １３，５３４
６ 宮城県 ９３７ １０，０６０
７ 静岡県 ３４６ ９，７７３
８ 青森県 ６６９ ８，４３７
９ 高知県 ８２９ ８，００２
１０ 北海道 ２３１ ７，５１２

（単位：百万円）

（単位：百万円）

建設マネジメント技術 2003年 3月号 ４３




